


































































第 4 章では、棉花増殖・改良事業について検討した。 










第 5 章では、緬羊改良試験およびその普及奨励を検討した。 
在来緬羊毛の品質欠点、軍需やまた日本国内の需要から緬羊改良が進められ、メリノー
種と蒙古在来種による改良緬羊の育成に成功した。普及奨励の方法は主に優良原種、改良
種の現地農牧民への配布と助成金交付、技術指導、講習会、品評会の開催などであった。
結論からいうと、所期の目的を達成できなかった。期間が短かすぎ、その上蒙古地帯の自
然、社会的な合理性を無視したことは失敗の要因である。しかしながら、改良試験によっ
て作り出された改良種やその普及実績は戦後の国民党当局者にも肯定的に評価されており、
貴重な経験、研究成果として生かされた。 
終章では、論文全体の内容のまとめと農事改良の歴史的意義、そして今後の課題を述べ
た。 
満洲農民の貧困、土地生産力の衰退といった原因により、農事改良は単位面積当りの生
産量増加につながらなかったが、土地の生産力が総合的に衰退していた状況においては、
少しでも単位面積当りの生産力減退を緩和する役割が果たされていたと推測される。品種
改良のみならず、施設・農事改良の意識・経験・改良実績が終戦後にも評価され活かされ
ていたことは、東北地域の農業において歴史的な意義を持つものであったと思われる。中
華人民共和国成立後、旧満洲地域が食糧の重要生産地域となり現在までその機能を果たし
ていることは、少なからず本稿で明らかにしてきたことと深い関係があるといえるのでは
ないだろうか。 
本稿ではもっぱら日本の史料を用いて検討したが、中国人農民の視点に立った農事改良
の検討はできなかった。農事改良に対する現地農民の対応を明らかにするには、彼らによ
る史料の収集、現存の中国人当事者への聞き取り調査などを行って考察していく必要があ
る。また、現在に至るまでの日本人による農事改良の影響については、農学的視点からも
系統的に検討されることが必要であり、中国近現代農業史に関する史料の収集と整理が前
提となる。史料のさらなる収集と、農学分野の研究とのコラボレーションを図ることで、
さらなる農事改良研究の深化が望めるだろう。これらの点は今後の研究課題としたい。 
 
 
 
